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とっとり弥生の王国シンポジウム2025
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鳥取県立美術館
県民ギャラリー
（鳥取県倉吉市駄経寺町2-3-12）

3/21
令和８年

13：00～16：00
土

主催／鳥取県

ACCESS
MAP

●ＪＲ倉吉駅から路線バス･････････････････約10分
　「県立美術館前」下車すぐ、
　または「倉吉パークスクエア北口」下車徒歩 ･･･ 約８分
●ＪＲ倉吉駅からタクシー ･･････････････････ 約９分
●駐車場…エースパック未来中心・鳥取県立美術館の
　　　　　駐車場（Ｐ１～５）をご利用ください。
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とっとり弥生の王国シンポジウム2025

とりネット青谷かみじち史跡公園ホームページから「とっとり電子申請サービス」を利用してお申込ください。
※インターネットが利用できない方は、ハガキでも受け付けます。
　ハガキに、①郵便番号、②住所、③氏名、④電話番号（緊急連絡用）、⑤「シンポジウム参加希望」を明記し、
　下記の申込先までお送りください。

関
連
企
画

青谷かみじち史跡公園 
〒689-0534 鳥取市青谷町吉川１７　TEL.0857-30-4110　FAX.0857-30-4115　E-mail.aoya-kamijichi@pref.tottori.lg.jp

申込・問合せ先

令和８年３月１8日（水）まで　※定員になった時点で申込を締め切ります。申 込 期 限

申 込 方 法

日時：令和８年３月２１日（土）午前１０時～正午　場所：鳥取県立美術館 ホール（1 階）　参加費：無料
講師：石谷孝二 氏（鳥取大学名誉教授）　定員：２０名（要申込）　協力：鳥取県立美術館
内容：青谷上寺地遺跡出土品に描かれた絵画をモチーフにしたガラス絵を制作します。
申込方法：とりネット青谷かみじち史跡公園ホームページから「とっとり電子申請サービス」を利用してお申込ください。

❷ 青谷かみじち史跡公園 令和７年度第３期企画展「弥生の装い」　　　　　（開催中～令和８年４月１２日）

❸ むきばんだ史跡公園 企画展「YAYOIのジュエリーボックスinむきばんだ」（令和８年３月１日～令和８年６月３０日（予定））

❶ ワークショップ
「ガラス絵づくり」

❹ 県内パネル巡回展（※初日は午後から、最終日は午後３時まで）
■鳥取県立公文書館・図書館共通通路 日程：令和８年２月１６日（月）～２７日（金）
■米子市立図書館 市民ギャラリー（２階） 日程：令和８年３月１日（日）～１１日（水）
■鳥取県立美術館 県民ギャラリー（１階） 日程：令和８年３月１７日（火）～２４日（火）

【プログラム】
12：30 開場

16：00 閉会

13：00 開会・主催者代表あいさつ

13：15 特 別 講 演 「日本のガラスビーズ2000年  －装身具からアートへ」

13：45

14：25

14：45～15：00

15：00～16：00

休憩

講師：土田 ルリ子 氏（富山市ガラス美術館 館長）

事例報告① 「弥生人が好んだストーンビーズ」
講師：米田 克彦 氏（岡山県古代吉備文化財センター 総括副参事）

14：05 事例報告② 「弥生のガラスビーズ」
講師：谷澤 亜里 氏（奈良文化財研究所都城発掘調査部考古第一研究室 研究員）

事例報告③ 「青谷上寺地遺跡のビーズづくり」
講師：河合 章行（鳥取県立青谷かみじち史跡公園 係長）

パネルディスカッション 「弥生ビーズの魅力とはなにか？」
コーディネーター：中森 祥（鳥取県地域社会振興部文化財局長）
パネリスト：土田 ルリ子 氏、米田 克彦 氏、谷澤 亜里 氏、河合 章行

　青谷上寺地遺跡をはじめとする弥生時代の遺跡からは、ヒスイ、
碧玉、水晶、ガラスといった美しく希少な素材からつくられた勾玉、
管玉、小玉といったアクセサリーが見つかっています。これら“弥生
のジュエリー”は、素材から完成した製品まで、極めて広域なネット
ワークの中でやり取りされました。弥生時代の人々は、なぜ遠隔地
からでも“弥生のジュエリー”を求めたのでしょうか？
　今回のシンポジウムでは、当時の人々を魅了した“玉”の美に焦点
を当て、人々がジュエリーに惹きつけられる意味を読み解きます。

まが たま

くだ たま

へきぎょく

あおや ことみ

慶応義塾大学大学院文学研究科哲学専
攻美学美術史分野修了。
サントリー美術館学芸員、同館学芸副部
長、富山市ガラス美術館副館長を歴任さ
れ、2022年4月より現職。エミール・ガレ
や薩摩切子など、ガラスにまつわる展覧会
企画のほか、多数の著作を執筆されてい
る。ICOM GLASS専務理事、日本ガラス
工芸学会理事。

富山市ガラス美術館 館長
土田 ルリ子 氏
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してみてね！


